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【研究成果の内容】 

ナタネやハクサイ等アブラナ科作物及びリンドウなどの花粉培養及び葯培養技術を用い、花粉

由来の胚発生を起こさせ、効率的に植物体を再生させる技術開発を行った。また、本技術を汎

用的にするための基礎研究として、花粉から胚が形成する機構に関し、形態学、遺伝学、分子

生物学等の方面から解析を行っている。 

 

 

植物の遺伝的ホモ系統が迅速に得られるので、植物育種に利用できる。 
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どんな技術？ 

                 

何に使えるの？ 

アブラナ科作物やリンドウなどの植物の花粉（小胞子）や葯を培養し、花

粉由来の胚を形成させ植物体を再分化させる技術を開発し、また、花粉か

ら胚が分化する機構を解析している。 

 


